
























〈研究期間〉 2004年 4月～2006年 3月
〈研究概要〉 新たに 4名のメンバーが参加し、現在、上記のメンバーの下
で、Adalberto Aguirre, Jr. and Jonathan H. Turner, American Ethnicity—

















〈研究期間〉 2001年 4月～2006年 3月
〈研究概要〉 5年間にわたる当研究会の最終年度は、“本はおもしろい別
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もたらしたとすれば、エイズ (ここでは HIV 感染を含めて総称する) は
その影の側面、ないし負の遺産のひとつといえる。とくにアフリカやアジ
アでは、続く内戦や貧困問題のためにエイズが爆発的に広がり続けている。
国連エイズ合同計画 (UNAIDS) の推計によれば、2010年までに中国、  イ
ンドを中心とするアジアはエイズの最大感染地域になるという。日本でも
昨年エイズ患者が 1万人を突破し、‘関心は高まらず、“感染者は横ばい、








































後藤 進 1999 “カンボジア—僕の戦場日記” めこん
—— 2005 “絶望の中のほほえみ—カンボジアのエイズ病棟から” めこん
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神田外語大学異文化コミュニケーション研究所 2005–2006年度活動報告



























食の芸術性を解説した El Arte de la Cocina Japonasa (共著 1999年、フラ
ンス料理本コンクール外国料理部門最高賞受賞) や、博士論文の主題でも




















Shiono, Shuji & Kayoko Takagi. 1999. El Arte de la Cocina Japonesa. Yenny. (“日
本食の美”)
Takagi, Kayoko. 2002. El Cuento del Cortador de Bambú. Madrid: Trotta S. A.
(“竹取物語”)





















































興梠一郎 2002 “現代中国—グローバル化のなかで” 岩波新書
—— 2005 “中国激流—13億のゆくえ” 岩波新書



















































高橋直子 1997 “国際交流の理論” 勁草書房
林 史樹 2004 “韓国のある薬草商人のライフヒストリー” お茶の水書房






































20世紀” (講談社) の 100年前 (1906年)、60年前 (1946年)、50年前
(1956年) などの記事一覧を比べてみても、ちょうど終戦にあたる 1946年
のおもな記載事項は、圧倒的に食糧不足や配給、闇市などに関するものが
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〈参考〉
徳永康元 2004 “ブダペスト日記” 新宿書房
HIDASI, Judit. 2005 “Intercultural Communication: An Outline” 三玄社
山領健二 1996 “学校を閉ざすまい—戦後教育の記憶のために” 彩流社
(4) その他の特別企画







































ンス、ブラジル、パラグアイ、千葉 ALT 多国籍チーム、ELI 教員チー
ムなどが参加した。
●写真展とビデオ上映 ‘スマトラ沖震災—被災地の状況と人々の暮らし’
(展示: 5月 30日～6月 4日、ビデオ上映会: 5月 31日)
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